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■
牛
耕
か
ら
機
械
化
農
業
へ 

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
進
ん
だ
有
機
農
業
大
国
キ
ュ
ー
バ
で
は
バ
イ
オ
・
ト
ラ

ク
タ
ー
の
活
用
も
進
ん
で
い
る
。
だ
が
、
バ
イ
オ
・
ト
ラ
ク
タ
ー
と
聞
い
て
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
活
用
し
た
バ
イ
オ
・
エ
タ
ノ
ー
ル
技
術
の
こ
と
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
り
、
期
待
さ
れ
た
方
は
残
念
な
が
ら
は
ず
れ
だ
。
バ
イ
オ
・
ト
ラ
ク
タ
ー

と
は
、
文
字
通
り
、
生
き
た
ト
ラ
ク
タ
ー
の
こ
と
な
の
だ
。
一
九
九
一
年
、
カ
ス
ト

ロ
は
こ
う
激
を
と
ば
し
た
。 

 

「
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
新
た
に
十
万
頭
も
の
牛
を
飼
育
し
て
い
る
。
さ
ら
に
何
十

万
頭
も
の
牛
を
飼
育
中
だ
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
土
地
を
耕
す
の
に
必
要
だ
か
ら
だ
。
牛

は
労
働
生
産
性
を
向
上
さ
せ
、
ト
ラ
ク
タ
ー
で
は
や
れ
な
い
仕
事
を
な
し
と
げ
る
。

牛
耕
は
キ
ュ
ー
バ
農
業
の
本
質
だ
。
変
革
は
一
時
的
な
も
の
で
は
な
く
、
全
体
的
な

も
の
だ
。
た
と
え
、
経
済
危
機
が
終
焉
し
た
と
し
て
も
、
キ
ュ
ー
バ
で
は
牛
を
使
う

や
り
方
が
終
わ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
」 

カ
ス
ト
ロ
が
牛
耕
へ
の
転
換
を
叫
ば
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
直
接
の
き
っ
か
け

は
、
石
油
不
足
で
ト
ラ
ク
タ
ー
が
使
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
っ
た
(1)

。
も

と
も
と
キ
ュ
ー
バ
農
業
で
は
、
伝
統
的
に
牛
が
主
役
を
占
め
て
き
た
。
農
業
用
に
牛

が
導
入
さ
れ
た
の
は
今
か
ら
五
〇
〇
年
も
前
の
こ
と
で
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
産
業
の
発
展

で
、
一
九
六
〇
年
に
は
役
用
牛
は
五
〇
万
頭
も
い
た
。
反
面
、
機
械
化
は
進
ま
ず
、

ト
ラ
ク
タ
ー
は
九
〇
〇
〇
台
、
そ
れ
も
低
馬
力
の
も
の
が
あ
る
だ
け
だ
っ
た
(2)

。 

だ
が
、
一
九
五
九
年
に
カ
ス
ト
ロ
の
革
命
政
権
が
誕
生
す
る
と
、
キ
ュ
ー
バ
は
急

激
に
農
業
近
代
化
を
推
進
し
て
い
く
。
米
国
か
ら
経
済
封
鎖
を
受
け
て
は
い
た
も
の

の
、
ソ
連
が
国
際
市
場
価
格
の
五
倍
も
の
高
額
で
砂
糖
を
買
い
支
え
た
た
め
、
開
発

途
上
国
と
し
て
は
場
違
い
な
ほ
ど
の
農
業
近
代
化
が
可
能
と
な
っ
た
(3)

。
ト
ラ
ク
タ

ー
台
数
は
一
九
七
〇
〜
九
〇
年
の
二
〇
年
間
で
一
〇
倍
の
八
万
五
〇
〇
〇
台
に
増

え
、
パ
ワ
ー
も
四
〇
〜
七
五
馬
力
と
倍
増
し
た
。
基
幹
輸
出
作
物
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
で

は
、
収
穫
作
業
の
六
五
％
以
上
、
搬
出
作
業
の
九
八
％
が
機
械
化
さ
れ
、
主
食
の
コ

メ
生
産
で
も
そ
れ
以
上
の
機
械
化
が
進
み
、
機
械
化
さ
れ
た
農
場
で
は
一
〇
〇
〇
ha

あ
た
り
二
一
台
も
ト
ラ
ク
タ
ー
が
あ
っ
た
。
無
論
の
こ
と
中
南
米
で
は
最
高
で
、
米

国
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
機
械
化
と
反
比
例
す
る
か
の
よ
う
に
、
使
役
牛
は
減

り
、
九
〇
年
に
は
以
前
の
三
分
の
一
の
一
六
万
三
〇
〇
〇
頭
に
ま
で
な
っ
て
い
た
(2)

。

小
規
模
な
農
場
で
さ
え
ト
ラ
ク
タ
ー
が
配
備
さ
れ
、
た
と
え
所
有
し
て
い
な
く
て
も
、

国
営
農
場
の
従
業
員
に
作
業
を
依
頼
で
き
た
し
、
使
わ
な
い
時
期
に
借
り
る
こ
と
も

で
き
た
(3)

。
牛
を
使
う
の
は
、
小
規
模
な
協
同
組
合
農
場
や
個
人
農
家
に
限
ら
れ
て

い
た
(2)

。 
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こ
の
変
化
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
的
に
見
て
み
れ
ば
、
一
九
六
〇
年
時
に
は
農
業
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
要
の
六
六
・
八
％
を
牛
や
そ
の
他
の
家
畜
が
担
っ
て
い
た
が
、
機
械
化
の
進

展
で
一
九
九
〇
年
に
は
そ
の
率
は
八
・
三
％
ま
で
低
下
し
て
い
た
(3)

。
一
九
八
八
年

で
は
国
全
体
の
石
油
消
費
量
一
一
〇
〇
万
ト
ン
の
四
％
に
相
当
す
る
四
六
万
八
〇

〇
〇
ト
ン
の
石
油
や
石
油
製
品
を
農
業
部
門
が
消
費
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
キ
ュ

ー
バ
の
近
代
農
業
は
輸
入
石
油
を
前
提
に
成
立
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
ソ
連
崩
壊
に

伴
う
経
済
危
機
で
石
油
や
ス
ペ
ア
・
パ
ー
ツ
が
欠
乏
す
る
と
、
一
九
九
一
年
末
に
は

早
く
も
一
二
％
の
ト
ラ
ク
タ
ー
が
燃
料
不
足
で
稼
動
で
き
ず
、
最
終
的
に
は
半
分
以

上
が
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
(2)

。 

 ■
石
油
シ
ョ
ッ
ク
で
国
を
あ
げ
て
牛
耕
に
逆
も
ど
り 

一
九
九
一
年
、
政
府
は
ト
ラ
ク
タ
ー
台
数
を
大
幅
に
削
減
す
る
と
と
も
に
、
全
国

的
に
牛
耕
を
復
活
さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
。
雄
牛
が
繁
殖
・
訓
練
さ

れ
、
家
畜
専
用
の
農
機
具
が
開
発
さ
れ
、
牛
の
操
作
法
の
訓
練
や
鍛
冶
屋
職
人
の
養

成
が
始
ま
る
(3)

。
一
九
九
一
〜
九
二
年
に
か
け
一
〇
万
頭
の
牛
が
導
入
さ
れ
、
九
三

〜
九
五
年
に
は
さ
ら
に
一
〇
万
頭
が
導
入
(2)

。
頭
数
は
九
〇
年
時
の
二
・
五
倍
の
三

八
万
五
〇
〇
〇
頭
に
も
増
え
、
そ
れ
が
四
万
台
の
ト
ラ
ク
タ
ー
を
代
替
し
た
(3)

。
鍛

冶
屋
の
数
も
一
九
九
〇
年
の
五
〇
〇
か
ら
九
十
七
年
に
は
二
八
〇
〇
と
五
・
六
倍
に

も
な
っ
た
(2)

。 

で
は
、
具
体
的
に
牛
が
ど
の
よ
う
に
ト
ラ
ク
タ
ー
を
代
替
し
た
の
か
見
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
使
わ
れ
て
い
る
牛
は
主
に
次
の
三
種
で
あ
る
(4)

。 

①
ゼ
ブ
種
、
イ
ン
ド
産
。
暑
さ
に
強
い
こ
と
で
知
ら
れ
、
国
営
農
場
が
肉
生
産
用
に

輸
入
し
た
。 

②
Ｆ
１
種
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
と
ゼ
ブ
種(

注
１)

と
の
配
合
種
。
乳
生
産
と
肉
生
産
の
両

目
的
用
に
育
種
さ
れ
た
も
の
で
、
ゼ
ブ
種
の
耐
暑
性
を
あ
わ
せ
持
つ
。 

③
ク
レ
オ
ー
ル
種
、
在
来
種
で
主
に
民
間
の
農
家
が
飼
育
し
て
き
た
。 

 

一
九
九
一
年
以
来
、
国
は
約
四
〇
万
頭
も
の
訓
練
さ
れ
た
牛
や
未
訓
練
の
子
牛
を

販
売
し
て
き
た
が
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
が
ゼ
ブ
種
で
あ
る
。
だ
が
、
現
場
の
農
家
の

多
く
は
ク
レ
オ
ー
ル
種(

注
２)

を
好
み
、
あ
る
農
家
は
、「
ゼ
ブ
種
は
よ
く
働
く
が
、
訓

練
が
難
し
い
し
、
操
作
者
が
変
わ
る
と
命
令
を
き
か
な
い
」
と
答
え
て
い
る
(3)
。 

 

作
業
と
し
て
は
、
耕
起
か
ら
畝
立
て
、
溝
切
り
、
除
草
、
農
産
物
の
搬
出
と
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
鉄
製
の
ボ
ト
ム
プ
ラ
ウ
を
用
い
、
表
土

を
砕
く
作
業
が
あ
る
。
プ
ラ
ウ
に
は
様
々
な
機
種
が
あ
り
、
二
頭
用
の
標
準
タ
イ
プ

の
他
、
四
頭
が
牽
引
す
る
大
型
タ
イ
プ
も
あ
る
(4)
。
ち
な
み
に
、
牛
は
日
本
と
は
異

な
り
、
二
頭
が
セ
ッ
ト
で
使
わ
れ
て
い
る
。
輸
送
で
は
一
頭
が
荷
車
を
引
く
場
合
も

あ
る
が
、
耕
作
作
業
は
二
頭(Yuntas)

で
な
さ
れ
る(3)

。
額
に
は
革
製
の
パ
ッ
ド

「frontil

」
が
取
り
付
け
ら
れ
、
こ
の
パ
ッ
ド
は
キ
ュ
ー
バ
以
外
で
は
一
般
で
は
な

い
が
、
現
場
の
農
家
は
、
牛
に
は
快
適
で
、
そ
れ
で
も
っ
と
力
が
出
せ
る
よ
う
に
な

る
の
だ
、
と
考
え
て
い
る
。
伝
統
的
な
木
製
の
鋤
に
よ
る
マ
メ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

サ
ツ
マ
イ
モ
等
畝
立
て
作
業
や
除
草
で
も
牛
は
活
躍
す
る
。
た
だ
し
、
牛
用
の
播
種

機
は
ま
だ
普
及
し
て
お
ら
ず
、
植
え
付
け
や
覆
土
は
、
通
常
、
手
作
業
で
あ
る
(4)
。 

 
■
意
外
に
メ
リ
ッ
ト
が
多
か
っ
た
牛
耕 

こ
の
よ
う
に
、
い
ま
キ
ュ
ー
バ
で
は
農
作
業
全
般
に
わ
た
っ
て
牛
が
活
用
さ
れ
て
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い
る
。
ま
た
、
機
械
ト
ラ
ク
タ
ー
の
代
替
と
し
て
や
む
な
く
復
活
し
た
牛
耕
だ
が
、

実
際
に
や
っ
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
て

き
た
。 

(1)
機
械
と
違
っ
て
壊
れ
な
い 

キ
ュ
ー
バ
の
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、
大
半
が
二
〇
年
以
上
を
経
た
年
代
モ
ノ
で
、
頻
繁

に
故
障
し
、
燃
料
や
部
品
も
不
足
し
て
い
る
。
家
畜
用
の
ス
ペ
ア
・
パ
ー
ツ
や
新
た

な
器
具
も
同
じ
く
不
足
し
て
い
る
が
、
ト
ラ
ク
タ
ー
用
の
器
具
よ
り
は
廉
価
で
入
手

し
や
す
い
。
動
力
源
で
あ
る
飼
も
石
油
燃
料
よ
り
は
確
保
し
や
す
く
、
結
果
と
し
て

経
済
性
も
良
い
(3)
。 

 

(2)
高
い
汎
用
性 

あ
る
日
に
は
バ
ナ
ナ
畑
を
耕
し
、
そ
の
翌
日
に
は
サ
ツ
マ
イ
モ
畑
で
除
草
と
、
農

作
業
は
日
々
変
わ
る
が
、
牛
に
は
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
が
あ
り
、
柔
軟
な
対
応
が
で

き
る
。
具
体
的
に
は
、
二
頭
の
牛
を
つ
な
ぐ
「
く
び
き
」
の
長
さ
を
変
え
る
の
だ
。

例
え
ば
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
サ
ツ
マ
イ
モ
等
の
列
間
の
耕
作
や
除
草
は
幅
一
・
三
ｍ

で
行
う
が
、
ト
マ
ト
の
列
間
除
草
の
場
合
は
一
番
広
く
二
ｍ
に
広
げ
る
。
一
方
、
播

種
前
の
整
地
を
行
う
場
合
一
番
短
く
、
三
〇
〜
四
〇
cm
と
ほ
ぼ
牛
が
密
着
し
て
働
く

こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
プ
ラ
ウ
を
鎖
で
つ
な
い
で
四
頭
に
す
れ
ば
パ
ワ
ー
も
増
や

せ
る(1)

。
ま
だ
一
般
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
は
な
っ
て
は
い
な
い
が
、
農
業
機
械
研

究
所
は
、
作
業
に
応
じ
て
長
さ
を
変
え
ら
れ
る
く
び
き
も
開
発
し
て
い
る
(3)
。 

 

(3)
土
壌
保
全 

雨
が
降
っ
た
後
の
水
分
を
含
ん
だ
圃
場
で
は
ト
ラ
ク
タ
ー
は
の
め
り
込
ん
で
使

え
な
い
が
、
牛
は
使
え
る
。
つ
ま
り
、
雨
模
様
の
天
気
で
は
牛
の
方
が
リ
ス
ク
が
少

な
く
都
合
が
よ
い
。
ま
た
、
環
境
に
も
や
さ
し
い
。
牛
耕
に
比
べ
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー

で
の
耕
起
は
五
〜
八
倍
も
土
壌
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
と
い
う
。
研
究
に
よ
れ
ば
、

程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
キ
ュ
ー
バ
で
は
二
五
〇
万
ha
の
農
地
が
圧
密
の
影
響
を
受
け
、

と
り
わ
け
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
で
は
土
の
圧
密
に
よ
り
収
量
が
低
下
し
て
い
た
し
、
過
剰

な
耕
起
は
土
壌
浸
食
も
引
き
起
こ
す
(2)

。
長
年
に
わ
た
っ
て
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
過

剰
耕
作
が
行
わ
れ
て
き
た
ハ
バ
ナ
州
で
は
、
土
壌
侵
食
や
締
め
固
め
に
よ
る
地
力
喪

失
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
(3)
。
加
え
て
、
デ
ィ
ス
ク
・
プ
ラ
ウ
や
フ
ラ
ウ
・
プ
ラ
ウ

は
、
雑
草
を
細
か
く
粉
砕
し
て
し
ま
う
た
め
、
む
し
ろ
雑
草
を
増
や
す
と
い
う
逆
効

果
も
あ
る
(2)

。
だ
が
、
牛
は
進
む
速
度
が
ゆ
っ
く
り
し
て
い
る
た
め
、
機
械
ほ
ど
深

く
は
耕
さ
ず
、
土
も
締
め
固
め
ら
れ
な
い
(3)
。
農
業
機
械
研
究
所
と
土
壌
研
究
所
の

技
術
陣
は
、
土
壌
を
反
転
さ
せ
ず
、
水
平
に
雑
草
の
根
を
切
断
で
き
る
マ
ル
チ
・
プ

ラ
ウ
も
新
た
に
開
発
し
て
い
る
(2)

。
土
は
反
転
さ
れ
る
が
、
熱
帯
条
件
下
で
は
有
機

物
含
有
量
が
急
減
す
る
た
め
、
過
度
の
反
転
は
望
ま
し
く
は
な
い
。
一
九
九
二
年
か

ら
新
た
な
農
道
具
の
開
発
普
及
国
家
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
も
あ
り
、

そ
れ
以
外
に
も
ボ
ト
ム
プ
ラ
ウ
や
牛
の
牽
引
専
用
の
荷
車
等
が
研
究
さ
れ
、
牛
用
の

播
種
機
、
肥
料
散
布
機
、
噴
霧
器
等
の
農
器
具
の
導
入
も
奨
励
さ
れ
て
い
る
(3)
。 

 

■
牛
耕
普
及
の
問
題
点 

こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
良
い
こ
と
ず
く
め
の
よ
う
だ
が
、
牛
耕
は
様
々
な
問
題

に
も
直
面
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
窃
盗
だ
。
一
組
の
牛
の
販
売
価
格
は
約
五
〇
〇
ペ

ソ(
平
均
月
給
は
約
三
三
〇
ペ
ソ)

と
べ
ら
ぼ
う
に
高
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
牛
が
盗

ま
れ
な
い
よ
う
、
多
く
の
農
場
で
は
夜
間
に
は
家
の
近
く
の
檻
の
中
に
鍵
を
か
け
た
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り
、
見
張
り
を
行
っ
て
い
る
。
窃
盗
の
リ
ス
ク
か
ら
導
入
を
躊
躇
す
る
農
家
も
い
る
。

政
府
は
、
牛
肉
の
販
売
を
禁
じ
、
盗
ん
だ
者
に
は
懲
役
三
〇
年
、
盗
ん
だ
牛
を
購
入

し
た
者
に
も
四
年
と
い
う
罰
則
を
科
す
こ
と
で
な
ん
と
か
問
題
に
対
処
し
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
肉
が
不
足
し
闇
市
場
で
法
外
な
値
段
で
売
れ
る
中
、
各
地
で
窃
盗
が

後
を
絶
た
な
い
。 

ま
た
、
こ
れ
も
経
済
危
機
と
関
連
す
る
こ
と
だ
が
、
全
般
的
な
モ
ノ
不
足
も
深
刻

だ
。
危
機
も
幾
分
緩
和
さ
れ
、
燃
料
や
輸
入
資
材
も
あ
る
程
度
は
利
用
で
き
る
よ
う

に
は
な
っ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
全
般
的
に
資
材
は
不
足
し
て
い
る
(3)
。
牛
耕
用
の

農
機
具
は
、
国
営
工
場
で
製
造
さ
れ
て
い
る
が
、
鉄
等
の
原
材
料
は
外
貨
で
購
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
図
れ
な
い
。
新
た
に
生
産
・
販
売
さ
れ

て
い
る
も
の
は
ご
く
わ
ず
か
し
か
な
く
、
前
述
し
た
農
業
機
械
研
究
所
が
開
発
し
た

新
農
具
も
ほ
と
ん
ど
普
及
し
て
い
な
い
。
播
種
機
の
開
発
も
遅
れ
て
い
る
。
い
く
つ

か
の
州
で
は
、
鍛
冶
屋
も
炭
等
の
原
材
料
を
得
る
こ
と
に
苦
慮
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

中
古
の
機
器
を
修
理
し
た
り
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
資
材
を
再
利
用
し
て
や
り
く
り
し
て
い

る
の
が
現
状
な
の
だ
。 

キ
ュ
ー
バ
で
使
わ
れ
て
い
る
農
器
具
は
頑
丈
で
、
機
能
的
で
長
持
ち
し
、
修
理
も

し
や
す
い
。
だ
が
、
か
な
り
か
さ
ば
り
、
ハ
ロ
ー
や
カ
ル
チ
ベ
ー
タ
ー
も
他
の
熱
帯

諸
国
の
も
の
よ
り
も
重
い
。
こ
れ
も
、
も
と
も
と
ト
ラ
ク
タ
ー
用
の
廃
品
を
利
活
用

し
て
い
る
た
め
な
の
だ
(4)

。
キ
ュ
ー
バ
の
雄
牛
は
体
重
が
五
〇
〇
キ
ロ
を
超
す
ほ
ど

大
型
で
(3)
、
力
が
強
く
、
こ
の
重
さ
は
問
題
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
、
牝
牛

を
使
っ
た
り
、
女
性
が
利
用
す
る
に
は
、
も
っ
と
軽
い
農
器
具
の
開
発
が
必
要
だ
ろ

う
(4)

。 

第
三
は
人
々
の
意
識
の
問
題
だ
。
キ
ュ
ー
バ
で
は
、
男
女
平
等
や
女
性
へ
の
教
育

機
会
が
法
的
に
保
障
さ
れ
、
他
の
開
発
途
上
国
よ
り
も
格
段
に
恵
ま
れ
て
い
る
(4)

。

だ
が
、
マ
チ
ス
モ
と
称
さ
れ
る
男
性
優
位
の
文
化
的
な
伝
統
が
根
強
く
あ
り
(3,4)
、
男

性
は
農
作
業
、
女
性
は
家
事
と
い
う
役
割
分
断
が
明
確
だ
。
牛
の
利
用
に
お
い
て
も

そ
う
で
、
女
性
は
餌
を
や
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
自
分
で
扱
う
こ
と
は
な
い
(3)
。
加

え
て
、
農
家
が
牝
牛
を
使
い
た
が
ら
な
い
の
も
マ
チ
ス
モ
の
文
化
の
影
響
で
あ
る
(4)

。

世
界
的
に
は
、
ア
ジ
ア
で
も
使
役
牛
の
多
く
は
牝
だ
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
牝
牛
で

あ
る
。
小
規
模
な
農
家
か
ら
す
れ
ば
、
家
畜
飼
料
も
沢
山
い
ら
ず
、
ミ
ル
ク
を
出
し

た
り
、
子
牛
を
産
む
等
の
メ
リ
ッ
ト
も
多
い
。
お
ま
け
に
牝
牛
は
、
肉
の
価
値
が
低

く
盗
ま
れ
る
リ
ス
ク
も
少
な
い
。
だ
が
、
キ
ュ
ー
バ
で
は
文
化
が
牝
牛
普
及
の
ネ
ッ

ク
と
な
っ
て
い
る
の
だ
(4)

。 
 

■
速
や
か
な
牛
耕
転
換
が
成
功
し
た
わ
け 

 

牛
を
扱
う
農
民
と
牛
と
の
絆
は
強
く
、
愛
情
に
満
ち
て
い
る
。
そ
し
て
、
ほ
と
ん

ど
の
農
家
は
牛
の
扱
い
方
を
若
い
と
き
に
父
親
や
親
戚
か
ら
教
わ
っ
て
い
た
(3)
。
牛

耕
は
完
全
に
滅
び
た
わ
け
で
は
な
く
、
小
規
模
な
協
同
農
場
や
個
人
農
家
、
品
質
を

重
視
す
る
た
め
に
手
作
業
が
残
っ
た
タ
バ
コ
農
場
で
は
使
わ
れ
続
け
、
伝
統
的
な
知

恵
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
保
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
不
幸
中
の
幸
い
だ
っ
た
(2)

。
だ
が
、
な

ん
と
い
っ
て
も
、
大
規
模
な
家
畜
ト
ラ
ク
タ
ー
へ
の
転
換
で
最
も
重
要
な
役
割
を
果

た
し
た
の
は
、
政
府
が
一
九
九
一
年
に
導
入
し
た
家
畜
ト
ラ
ク
タ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
ろ
う
(3)
。 

現
場
で
実
践
す
る
に
は
、
農
家
、
農
場
管
理
人
、
農
業
技
術
者
を
教
育
す
る
こ
と

が
必
要
だ
。
農
業
省
と
砂
糖
省
は
、
試
験
研
究
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、

高
等
教
育
省
や
科
学
技
術
環
境
省
も
牛
耕
を
支
援
し
た
(2)

。 
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キ
ュ
ー
バ
は
教
育
が
充
実
し
て
お
り
、
五
カ
年
の
大
学
教
育
や
「pol

yte
chn
ics

」

と
呼
さ
れ
る
農
科
短
大
も
あ
る
。
一
九
六
〇
〜
九
〇
年
ま
で
は
大
規
模
機
械
化
が
重

視
さ
れ
、
牛
耕
は
「
古
臭
い
も
の
」
と
み
な
さ
れ
、
教
育
上
も
無
視
さ
れ
て
き
た
。

だ
が
、
今
は
、
牛
耕
が
授
業
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
研
究
で
も
牛
耕
が
重
視
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
だ
。
さ
ら
に
、
大
学
に
は
、
す
で
に
卒
業
し
た
学
生
が
短
期
間
復
学

し
研
修
し
な
お
す
「
社
会
人
コ
ー
ス
」
が
あ
る
の
だ
が
、
ハ
バ
ナ
農
科
大
学
で
は
牛

耕
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
た
(3)
。 

キ
ュ
ー
バ
で
は
テ
レ
ビ
も
重
要
な
普
及
媒
体
と
な
っ
て
い
る
。
多
く
の
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
諸
国
と
比
較
し
、
テ
レ
ビ
の
普
及
率
は
高
く
、
調
査
に
よ
れ
ば
六
四
％
の
農

業
者
が
テ
レ
ビ
を
所
有
し
て
い
る
。
見
て
い
る
人
の
割
合
は
さ
ら
に
多
く
、
テ
レ
ビ

で
新
し
い
や
り
方
を
知
り
、
取
り
組
ん
だ
農
家
も
い
る
。
だ
が
、
実
際
に
成
功
し
て

い
る
実
例
を
目
の
あ
た
り
に
す
る
こ
と
が
最
も
啓
発
に
つ
な
が
る
(4)

。
牛
耕
は
現
場

で
実
演
さ
れ
、
農
家
か
ら
農
家
へ
と
技
術
を
伝
え
る
こ
と
で
普
及
し
て
い
っ
た
。
農

業
省
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
七
年
だ
け
で
二
三
四
四
回
も
の
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。
う
ち
一
八
一
八
回
は
農
場
に
お
い
て
で
あ
り
、
六
万
四
〇
〇
〇
人
が
参
加
し

て
い
る
(2))

。 

 

研
究
者
や
技
術
者
は
「
農
民
た
ち
が
意
識
改
革
す
る
に
は
時
間
が
か
か
る
の
で
は

な
い
か
」
と
考
え
て
い
た
。
だ
が
、
実
際
に
現
場
に
は
優
秀
な
農
家
が
多
く
お
り
、

新
た
な
農
法
が
、
技
術
的
、
経
済
的
で
社
会
的
に
も
有
益
だ
と
わ
か
る
と
、
直
ち
に

新
し
い
状
況
に
順
応
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
(4)

。 

 

■
大
規
模
農
場
で
も
ト
ラ
ク
タ
ー
を
十
分
に
補
完 

た
し
か
に
、
ト
ラ
ク
タ
ー
は
パ
ワ
ー
も
あ
り
、
作
業
効
率
も
良
く
、
牛
の
よ
う
に

休
む
必
要
も
な
い
。
だ
か
ら
、
部
品
が
手
に
入
る
限
り
は
、
牛
よ
り
も
速
く
仕
事
が

進
む
。
ま
た
、
牛
耕
で
は
ト
ラ
ク
タ
ー
よ
り
も
多
く
の
労
力
も
必
要
に
な
る
。
そ
こ

で
、
土
が
締
固
ま
り
硬
い
と
き
の
最
初
の
砕
土
で
は
ト
ラ
ク
タ
ー
の
方
が
好
ま
れ
る
。

人
手
が
足
り
ず
労
力
が
少
な
い
場
合
も
ト
ラ
ク
タ
ー
が
併
用
さ
れ
る
。 

だ
が
、
牛
耕
は
、
キ
ュ
ー
バ
に
あ
る
す
べ
て
の
農
業
組
織(U

B
PC

、C
PA

協
同

組
合
、C

C
S

農
場
、
国
営
農
場)

で
ト
ラ
ク
タ
ー
と
併
用
さ
れ
て
い
る
。
農
場
規
模

に
よ
る
差
は
な
く
、
そ
れ
以
外
の
開
発
途
上
国
の
よ
う
に
、
小
規
模
農
業
の
手
作
業

を
補
完
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
大
規
模
に
圃
場
整
備
さ
れ
た
機
械
化
農
業
を
十

分
に
補
完
し
て
い
る
の
だ
。 

小
規
模
な
農
場
で
は
家
畜
と
人
力
だ
け
で
十
分
だ
が
、
中
規
模
・
大
規
模
農
場
で

も
、
あ
ら
か
じ
め
機
械
ト
ラ
ク
タ
ー
が
作
業
を
終
え
る
と
、
次
は
牛
が
登
場
し
て
い

る
。
軽
作
業
や
二
次
耕
作
、
除
草
で
は
、
燃
料
代
が
節
約
で
き
る
た
め
、
牛
耕
の
方

が
広
大
な
サ
ト
ウ
キ
ビ
農
場
に
お
い
て
も
経
済
的
な
の
で
あ
る
(3)
。
さ
ら
に
、
牛
は

農
村
部
で
の
交
通
や
輸
送
で
も
欠
か
せ
ず
、
木
材
の
搬
出
や
水
、
収
穫
物
の
輸
送
に

も
活
用
さ
れ
て
い
る
(4)

。 

 

■
環
境
保
全
と
参
加
型
の
技
術
開
発
へ 

牛
は
、
ス
ロ
ー
だ
。
だ
が
、
燃
料
の
節
約
、
雇
用
、
環
境
面
で
総
合
的
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
今
後
、
経
済
状
況
が
改
善
し
た
と
し
て
も
、
カ
ス
ト
ロ
が
言
う
よ
う
に

ト
ラ
ク
タ
ー
を
補
完
し
、
使
わ
れ
続
け
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
農
業
省
の
官
僚
や
技
術

者
、
大
学
の
研
究
者
は
、
い
ま
だ
に
近
代
農
業
の
発
想
か
ら
抜
け
切
れ
ず
、
牛
耕
を

後
退
だ
と
み
な
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
米
国
の
経
済
封
鎖
が
最
終
的
に
撤
廃
さ
れ
、

景
気
が
回
復
す
れ
ば
、
牛
耕
は
重
要
で
は
な
く
な
る
と
考
え
て
い
る
。
だ
が
、
現
場
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の
農
家
の
方
が
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
有
機
農
業
と
の
補
完
性
か
ら
関
心
を
い
だ
い
て
い

る
。 前

述
し
た
と
お
り
、
牛
耕
は
環
境
面
か
ら
み
て
も
重
要
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、

畜
力
を
用
い
た
保
護
耕
作
シ
ス
テ
ム
が
進
み
、
家
畜
が
牽
引
し
つ
つ
、
マ
ル
チ
用
に

植
物
を
せ
ん
断
す
る
回
転
カ
ッ
タ
ー
や
播
種
機
が
広
範
囲
に
導
入
さ
れ
、
か
な
り
の

土
壌
改
善
に
成
功
し
て
い
る
。 

農
家
の
規
模
が
小
さ
く
、
傾
斜
が
あ
る
た
め
、
ト
ラ
ク
タ
ー
を
使
い
に
く
い
山
地

や
丘
陵
地
で
も
重
要
だ
。
丘
陵
地
で
は
土
壌
浸
食
が
深
刻
で
、
表
土
を
保
全
す
る
に

は
、
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
や
テ
ラ
ス
栽
培
、
不
耕
起
・
減
少
耕
作
等
の
手
段
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
が
、
牛
耕
は
こ
う
し
た
環
境
に
や
さ
し
い
農
法
の
一
助
に
な
る
。

事
実
、
中
米
や
ボ
リ
ビ
ア
で
は
、
軽
量
の
プ
ラ
ウ
、
播
種
機
を
用
い
た
畜
力
農
法
で

食
料
増
産
と
環
境
保
全
に
成
果
を
あ
げ
て
い
る
(4)

。
そ
し
て
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
や
ボ

リ
ビ
ア
等
が
牛
耕
導
入
で
成
功
を
お
さ
め
た
の
は
、
技
術
開
発
の
プ
ロ
セ
ス
で
農
家

を
研
究
者
の
対
等
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
み
な
す
「
参
加
型
の
技
術
開
発
」
が
鍵
だ
っ
た
。

実
際
に
農
家
が
使
っ
て
み
な
け
れ
ば
、
地
元
条
件
に
最
適
な
設
計
・
デ
ザ
イ
ン
は
な

さ
れ
な
い
。
キ
ュ
ー
バ
は
こ
の
点
、
研
究
者
の
技
術
水
準
は
高
く
て
も
、
ソ
連
型
社

会
主
義
の
影
響
を
受
け
て
き
た
だ
け
に
、
参
加
型
の
技
術
開
発
面
へ
の
取
り
組
み
が

遅
れ
て
い
る
。
農
業
機
械
研
究
所
が
参
加
型
の
技
術
開
発
と
い
う
概
念
を
持
っ
た
の

も
ご
く
最
近
の
こ
と
だ
。
と
は
い
え
、
今
で
は
、
海
外
の
大
学
や
国
内
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

キ
ュ
ー
バ
畜
産
協
会
と
の
共
同
研
究
の
結
果
、
全
国
家
畜
ト
ラ
ク
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
も
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
さ
ら
に
農
民
参
加
型
の
手
法
を
開
発
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
(4)

。 

 

■
終
わ
り
に 

世
界
各
地
で
石
油
探
査
に
携
わ
っ
て
き
た
地
質
学
者
、
Ｃ
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
に
よ
れ

ば
、
人
類
は
二
〇
〇
四
年
に
地
球
上
の
石
油
の
半
分
を
使
い
切
っ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
。
つ
ま
り
、
後
は
年
々
減
る
一
方
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。
価
格
は
高
騰
し
、
い

ず
れ
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
ふ
ん
だ
ん
に
は
使
え
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。
キ
ュ
ー
バ
は
、

ソ
連
崩
壊
と
米
国
の
経
済
封
鎖
と
い
う
特
殊
な
政
治
事
情
に
よ
っ
て
、
い
ず
れ
迎
え

来
る
ピ
ー
ク
・
オ
イ
ル
時
代
を
い
ち
早
く
、
国
家
レ
ベ
ル
で
経
験
し
て
し
ま
っ
た
に

す
ぎ
な
い
。 

そ
し
て
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
機
械
化
農
業
か
ら
バ
イ
オ
・

ト
ラ
ク
タ
ー
へ
の
転
換
の
成
功
と
い
う
他
に
例
が
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
事
例
を
提
供

し
て
み
せ
た
。 

整
然
と
基
盤
整
備
さ
れ
た
圃
場
を
ゆ
っ
く
り
と
歩
ん
で
い
く
牛
の
群
れ
。
現
地
で

目
に
し
た
こ
の
光
景
こ
そ
が
、
ピ
ー
ク
・
オ
イ
ル
後
の
世
界
を
象
徴
し
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

日
本
で
は
輸
入
石
油
を
前
提
に
、
規
模
拡
大
や
大
型
圃
場
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き

た
。
そ
し
て
、
市
場
原
理
の
導
入
を
、
国
際
競
争
力
に
負
け
な
い
さ
ら
に
安
い
農
産

物
を
、
と
い
う
消
費
者
の
掛
け
声
に
押
さ
れ
、
さ
ら
な
る
規
模
拡
大
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
だ
が
、
キ
ュ
ー
バ
の
よ
う
に
石
油
輸
入
が
突
然
途
絶
し
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う

な
る
の
だ
ろ
う
か
。
全
国
各
地
の
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
ほ
と
ん
ど
は
鉄
屑
と
化
し
て

し
ま
う
だ
ろ
う
し
、
自
然
の
流
下
を
無
視
し
て
ポ
ン
プ
で
水
を
汲
み
上
げ
た
大
規
模

水
田
に
も
水
は
こ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。 

今
、
日
本
の
農
村
に
は
、
農
耕
用
の
家
畜
は
ほ
と
ん
ど
飼
わ
れ
て
い
な
い
。
い
な

い
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
す
ら
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。
頭
数
を
増
や
す
必
要
に
迫

ら
れ
た
と
し
て
も
、
相
当
な
年
月
が
か
か
る
だ
ろ
う
。
加
え
て
、
キ
ュ
ー
バ
の
場
合
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は
一
一
〇
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
国
土
に
、
一
一
〇
〇
万
人
し
か
住
ん
で
い
な
い
。
土

地
資
源
で
は
ゆ
と
り
が
あ
る
た
め
、
こ
と
飼
料
作
物
に
関
し
て
は
家
畜
ト
ラ
ク
タ
ー

の
制
約
要
因
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
だ
が
、
例
え
ば
、
米
国
の
場
合
、
研
究
者
の
試

算
に
よ
れ
ば
、
一
九
八
五
時
点
で
米
国
に
お
け
る
ト
ラ
ク
タ
ー
の
総
動
力
を
馬
で
ま

か
な
う
と
す
る
と
、
一
九
一
〇 

年
代
の
一
〇 

倍
、
少
な
く
と
も
二
億
五
〇
〇
〇
万

頭
の
馬
を
飼
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は
現
在
の
二
倍
の
三
億
ha
が
必

要
と
な
る
と
い
う
(5)

。
つ
ま
り
、
家
畜
の
飼
料
用
耕
地
は
人
間
の
食
料
用
耕
地
と
競

合
す
る
。
ま
し
て
、
人
間
の
食
料
が
バ
イ
オ
・
エ
タ
ノ
ー
ル
と
し
て
、
自
動
車
の
食

料
に
転
換
さ
れ
て
い
る
時
代
で
あ
る
。
米
国
の
バ
イ
オ
・
エ
タ
ノ
ー
ル
戦
略
で
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
価
格
は
高
騰
し
、
メ
キ
シ
コ
で
は
主
食
の
ト
ル
テ
ィ
ー
ジ
ャ
の
値
段
が
急

騰
し
、
デ
モ
す
ら
起
き
て
い
る
。 

食
料
か
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
。
バ
イ
オ
・
エ
タ
ノ
ー
ル
を
取
り
巻
く
大
問
題
に
対
し
、

ま
ぎ
れ
も
な
く
前
者
で
あ
る
と
今
年
三
月
に
い
ち
早
く
批
判
し
て
み
せ
た
の
は
、
昨

年
の
七
月
以
来
、
病
床
に
ふ
し
て
い
る
カ
ス
ト
ロ
だ
っ
た
。 

「
わ
が
国
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
生
産
に
使
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
大
地
は
、
人
民
の
た

め
の
食
料
生
産
や
環
境
保
護
に
使
わ
れ
る
方
が
よ
い
の
だ
。
豊
か
で
あ
る
か
、
貧
し

い
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
世
界
の
い
ず
こ
の
国
も
、
す
べ
て
の
白
熱
電
球
を
蛍
光
球
に

取
り
替
え
る
だ
け
で
、
何
兆
ド
ル
も
の
燃
料
を
節
約
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
キ

ュ
ー
バ
で
は
国
内
の
全
住
宅
地
域
で
や
っ
た
こ
と
だ
」 

カ
ス
ト
ロ
の
痛
烈
な
批
判
は
、
実
践
を
踏
ま
え
て
い
る
だ
け
に
妙
に
説
得
力
が
あ

る
(6)

。 

故
吉
村
明
さ
ん
の
名
作
に
「
零
式
戦
闘
機
」
が
あ
る
。
ゼ
ロ
戦
は
、
当
時
の
欧
米

の
技
術
水
準
を
遥
か
に
凌
駕
す
る
超
ハ
イ
テ
ク
戦
闘
機
だ
っ
た
。
な
れ
ば
こ
そ
、
旧

日
本
海
軍
は
広
大
な
太
平
洋
戦
線
の
制
空
権
を
握
る
こ
と
が
で
き
た
。
だ
が
、
作
品

の
後
半
で
は
、
こ
の
零
戦
が
飛
行
場
ま
で
馬
で
運
ば
れ
て
い
く
シ
ー
ン
が
登
場
す
る
。

当
事
の
日
本
に
は
き
ち
ん
と
し
た
舗
装
道
路
網
が
な
く
、
雨
が
降
れ
ば
泥
沼
と
化
す

悪
路
を
搬
送
す
る
に
は
、
平
安
時
代
と
あ
い
も
か
わ
ら
ぬ
「
牛
車
」
や
「
馬
車
」
と

い
う
ロ
ー
テ
ク
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
だ
。
食
料
事
情
が
悪
化
す
る
中
、
十

分
な
餌
す
ら
も
ら
え
ず
、
最
新
鋭
の
ハ
イ
テ
ク
戦
闘
機
を
必
死
で
牽
引
し
て
い
く
痩

せ
衰
え
た
牛
馬
た
ち
。
こ
の
チ
グ
ハ
グ
な
風
景
は
、
当
事
の
日
本
の
工
業
力
の
限
界

を
露
呈
し
て
あ
ま
り
に
も
痛
ま
し
い
。
だ
が
、
こ
の
半
世
紀
も
前
の
こ
の
風
景
は
、

ピ
ー
ク
・
オ
イ
ル
時
代
を
迎
え
る
中
、
い
ず
れ
ま
た
再
現
し
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ

な
い
。 
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【固有名詞】 

ボトムプラウ(arado Americano) 

木製の鋤(arado criollo) 

マルチ・プラウ(multiarado) 

農業機械研究所(IIMA=Instituto de Investigaciones de Mecanización Agropecuaria) 

マチスモ(machismo) 

保護耕作システム(conservation tillage systems) 

キューバ畜産協会(ACPA=Asociación Cubana de Producción Animal)  

全国家畜トラクター・ネットワーク(RECTA=Red cubana de tracción animal) 

【注】 

(1) ゼブ種（スペイン語では Cebu)。背中に瘤があるのが特徴で熱帯各地では一般的である。 

(2) クリオーロ種（スペイン語では Criollo）。文字通り在来の意味。ただし、中南米には牛は在来種とし

ては存在していなかったので 16 世紀にスペインが持ち込んだアンダルーザのことを在来種と称して

いる。 


